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表紙説明

本年、世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」は登録15周年を迎えました。市内各地はもとより県外でも15周年
を記念する各種イベントが開催され、多くの来場者で賑わっています。関連するイベントは令和５年２月まで実施され
ます。是非、足をお運び下さい。



６月22日、大田商工会議所において、令和４
年度通常総会を開催しました。新型コロナウイル
ス感染症の拡大並びに健康面・安全面を考慮した
なかでの開催となりました。
森田会長より、「新型コロナウイルスが２年に

わたり社会経済に与えた影響は甚大で、事業を営
む皆様にとって憂慮すべき状況となり、さらに諸
物価の上昇等によって、社会、経済は様々な影響
を受けております。完全な『日常』に戻ることに
は時間がかかるかもしれませんが、社会経済の回
復が期待される中、当会においても税務署及び関
連諸団体とも連携し、公益事業の充実に取り組む
とともに、福利厚生等による組織強化を図り、
『税のオピニオンリーダー』として、税知識の普
及、納税意識の高揚に努め、社会に貢献する法人
会活動を少しずつでも展開していきたい」との挨
拶がありました。
その後、議事に移り、下記の事項について審議

が行われ、いずれも原案通り承認されました。

【審議事項】
1.令和３年度決算報告承認について

【報告事項】
1.令和３年度事業報告について
2.令和４年度事業計画について
3.令和４年度収支予算について
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科　目 当年度
Ｉ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
�経常収益
基本財産運用益 180

特定資産運用益 332

受取会費 3,940,000
事業収益 140,000
受取補助金 5,392,700
受取負担金 150,000
雑収益 46,706
【経常収益計】 9,669,918
�経常費用
研修事業 194,042
租税教育事業 387,390
税制提言事業 12,480

科　目 当年度
税の広報事業 1,670,758
社会貢献事業 1,511,391
経営支援事業 1,749,584
福利厚生事業 14,709
会員増強事業 1,452
会員支援事業 652,326
配賦 4,187,421
管理費 2,187,923
【経常費用計】 12,569,476
当期経常増減額 △ 2,899,558
２．経常外増減の部
�経常外収益
経常外収益計 0

�経常外費用
経常外費用計 0

科　目 当年度
当期経常外増減額 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 2,899,558
法人税・住民税及び事業税 0

当期一般正味財産増減額 △ 2,899,558
一般正味財産期首残高 13,165,457
一般正味財産期末残高 10,265,899
Ⅱ 指定正味財産増減の部
受取全法連助成金 4,942,700
一般正味財産への振替額 △ 4,942,700
当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

Ⅲ 正味財産期末残高 10,265,899

令和3年度 正味財産増減計算書（決算）令和３年４月１日～令和４年３月31日まで (単位：円)

令和３年度の主な事業
【税に関する事業】
�税制改正研修会
・６月23日（大田商工会議所／参加者34名）

�税金フォーラム
・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し中止

�マイナンバーカードの取得促進及び電子申告の利
用促進宣言
・大田市及び石見大田税務署に対して宣言を行
い、相談窓口を設置した。

【租税教育事業】
�租税教室
・新型コロナウイルス感染症の影響により、本年
も開催数減少となった。
５月11日 五十猛小学校 児童10名、講師１名
５月18日 北三瓶小学校 児童４名、講師１名
５月24日 朝波小学校 児童14名、講師１名
５月26日 長久小学校 児童29名、講師１名

・学校でのIT環境の整備並びに新型コロナウイル
スの感染拡大の影響で在宅機会が増えることな
どから、防犯啓発のための標語「あなごめし」
の関連グッズを作成し贈呈。

�絵はがきコンクールの協力
・応募作品総数 236点

�税を考える週間PR活動
・11月12日、PRチラシ・グッズを市内１ヵ所に
て市民へ配布（女性部会員他）

【税の広報事業】
�会報「天領」の発行
・市内各まちづくりセンターや各関係機関などに
無料配布。

�国税電子申告納税システム（e-Tax）の普及
・ケーブルテレビ「石見銀山テレビ放送」にて45
秒CMを放映。

【地域社会貢献事業】
�大田市子ども神楽大会
・12月19日、大田市民会館にて、石見銀山神楽連
盟の協力を得て、市内外より４社中の参加によ
り開催。

【経営支援活動】
�新春経済講演会
・新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し中止。
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Ⅰ．基本方針・重点事項
１．公益社団法人としての事業運営について公益性
を重視し、併せて法人会の理念である「法人会は
税のオピニオンリーダーとして企業の発展を支援
し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献
する経営者の団体である」に基づいて事業の推進
を図る。

２．健全な納税団体としての役割を全うすべく、会
員増強運動に努め、組織率55％を目指して、組織
の拡充を図る。

３．「e-Tax」「eLTAX」「マイナンバーカード」の
利用促進を図る

４．税務当局との連携協調に努め、広く税務知識の
普及を通じて納税道義の高揚を図り、公正な税制
と円滑な税務行政に寄与する。

Ⅱ．主な事業計画
【公益関係】
１．税の啓発活動
１）税に関する研修事業
①税制改正研修会
②税金フォーラムの開催
③税務研修会
④講演会の開催

２）租税教育
①租税教室への講師派遣
②租税教育アニメーションの普及
③絵はがきコンクールへの協力

３）その他
①全国女性フォーラム
②全国青年の集い
③税を考える週間行事への協力・推進
④「e-Tax」「eLTAX」「マイナンバーカード」
の利用促進

⑤参考図書の斡旋・参考資料の配付
２．税の提言事業
１）提言活動
①税制改正提言事項の検討・提出
②改正税法に関する情報の提供
③全国大会

３．税の広報事業
１）会報の発行
２）ホームページの充実

４．地域発展事業
１）文化講演会等の開催
２）その他地域発展の為の研修活動

５．経営支援活動
１）研修会・講習会の開催
①経済及び経営に関する講習会・研修会の開催
②商工会議所・商工会との共催事業の推進
③参考資料の配付

【共益関係】
６．福利厚生事業
１）経営者大型総合保障制度の推進
２）ビジネスガードプラン制度の推進
３）がん保険制度の推進
４）福利厚生制度推進連絡協議会の開催

７．会員増強活動
１）全国的な推進強化月間に合わせ、９～12月を

推進強化月間とする
会員加入率は55％を目標とする

２）青年部会員増強と活動の充実・支援
３）女性部会会員増強と活動の充実・支援
４）総務委員会による組織拡充

８．会員支援事業
１）会員親睦チャリティーゴルフコンペ
２）参考図書の配布

９．青年部会活動
１）年次大会・役員会の開催
２）税務研修会
３）地域社会貢献活動の実施
４）部会員親睦事業の実施
５）全国青年の集いへの参加

10．女性部会活動
１）役員会の開催
２）税務研修会
３）部会員親睦事業の実施
４）全国女性フォーラムへの参加

【管理関係】
11．諸会議
１）総会の開催
２）理事会の開催
３）常任理事会の開催
４）監査会の開催
５）正副会長会議の開催
６）各委員会の開催
①総務委員会（組織拡充を含む）
②事業委員会（研修等）
③税制委員会
④広報委員会
⑤厚生委員会

12．その他
１）全法連会議への参加
２）中法連会議への参加
３）県法連会議への参加
４）法人会全国大会・全国青年の集い・全国女性

フォーラムへの参加
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令和４年度 事業計画
自令和４年４月１日 至令和５年３月31日

科　目 当年度
Ｉ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
�経常収益
基本財産運用益 1,000
特定資産運用益 1,000
受取会費 4,000,000
事業収益 100,000
受取補助金 5,344,000
受取負担金 150,000
雑収益 100,100
【経常収益計】 9,696,100
�経常費用

科　目 当年度
研修事業 500,000
租税教育事業 705,600
税制提言事業 406,000
税の広報事業 970,000
社会貢献事業 860,000
経営支援事業 500,000
福利厚生事業 20,000
会員増強事業 40,000
会員支援事業 724,000
配賦 2,638,065
管理費 2,646,029
【経常費用計】 10,009,694

科　目 当年度
当期経常増減額 △ 313,594
２．経常外増減の部
税引前当期一般正味財産増減額 △ 313,594
法人税・住民税及び事業税 0
当期一般正味財産増減額 △ 313,594
一般正味財産期首残高 7,654,579
一般正味財産期末残高 7,340,985
Ⅱ指定正味財産増減の部
受取全法連助成金 4,994,000
一般正味財産への振替額 △ 4,994,000
Ⅲ正味財産期末残高 7,340,985

令和４年度 収支予算書　令和４年４月１日～令和５年３月31日まで (単位：円)



本年７月の定期人事異動

で石見大田税務署長を拝命

いたしました中元でござい

ます。

公益社団法人石見大田法

人会の皆様には、日頃から

税務行政全般に対して、深

いご理解と多大なるご協力

をいただき、厚くお礼申し上げます。

私は、隣町の川本町の出身で、前任は広島国税

局調査査察部査察三部門の統括官として、査察事

務に従事しておりました。島根県での勤務は、昭

和60年６月に最初の赴任地であった松江税務署

へ勤務して以来、２回目の勤務となります。当署

管内には、国立公園「三瓶山」の大パノラマや縄

文時代の森を現代に伝える「三瓶小豆原埋没林」、

更には、本年７月に世界遺産登録15周年を迎え

た「石見銀山遺跡」、琴ケ浜の鳴き砂、温泉津温

泉などの史跡や名所が数多くあり、このような豊

かな自然と歴史に恵まれた当地に勤務できること

を大変光栄に思っております。前任の橋本署長と

同様、よろしくお願い申し上げます。

公益社団法人石見大田法人会におかれまして

は、「法人会は税のオピニオンリーダーとして、

企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と

社会の繁栄に貢献する経営者の団体」との、法人

会の理念に基づいて、税務当局との連携強調に努

められ、広く税知識の普及を通じて納税道義の高

揚を図り、公正な税制と円滑な税務行政に寄与さ

れるとともに、適正な申告納税制度の実現などに

大きな役割を果たされております。更に、「大田

市子ども神楽大会」の開催など、地域社会貢献事

業にも積極的に取り組まれています。ここ数年は

コロナ禍のため、「税金フォーラム」などの計画

されていた事業が中止される状況の中、大田市及

び石見大田税務署に対し、「マイナンバーカード

取得促進及び電子申告（e-Tax）の利用宣言」を

行うなど、税の啓発活動も実施されています。特

に、青年部を中心とした、租税教室への講師派遣

については、石見銀山と税を題材とした「税から

見る石見銀山」や生徒参加型の租税教育のプログ

ラムの策定など、オリジナリティに溢れた租税教

育教材を活用し、子供たちに対して、租税の意義

や役割が正しく理解されるよう創意工夫をされて

おり、その熱意とご努力に心から敬意を表す次第

です。

さて、国税庁の使命は「納税者の自発的納税義

務の履行を適正かつ円滑に実現する」ことです。

そのためには、納税者の皆様の理解と信頼を得る

ことが不可欠であり、まず皆様方がより便利にス

ムーズに申告ができるように、新型コロナウイル

ス感染症対策に即応しデジタル技術を活用したス

マホ申告やe-Tax、ダイレクト納付などのキャッ

シュレス納付の拡大など、使い勝手を高めて実際

に使っていただけるように努力してまいります。

こうした中、令和５年10月から適格請求書保

存方式（インボイス制度）が実施され、登録を受

けた課税事業者である適格請求発行事業者が交付

する適格請求書等の保存が、仕入税額控除の要件

となります。同制度の円滑な実施に向けて、各種

の周知・広報を実施しております。事業者の皆様

方におかれましては、制度の理解を深めていただ

き、それぞれの事業の実態に応じた対応や準備を

進められますようお願いいたします。

最後になりましたが、公益社団法人石見大田法

人会の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝並び

に事業のご発展を祈念いたしまして、私の挨拶と

させていただきます。
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石見大田税務署長のごあいさつ

石見大田税務署長

中 元 康 明
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さんべ食品工業株式会社

社　名　さんべ食品工業株式会社

所在地　本社工場　島根県大田市大田町大田イ403番地5

長久工場　同大田市長久町長久イ531

資本金　1,955万円

昭和７年 『三瓶鉱泉合名会社』として創業。清涼飲料水
の製造を開始。

昭和27年 こんにゃくの製造を開始。

平成５年 さんべ食品工業株式会社として改組。

平成16年 ジャム製造開始。

平成17年 有機JAS認証工場。

令和２年 市内老舗の和菓子製造会社『有限会社ささ井屋』
の業務を継承し菓子の製造を開始

令和３年 『ささ井屋』の長久工場を正式に取得。清涼飲
料水の製造設備を増設及び移設し製造を開始。

我が社の概要

我が社の沿革



弊社は当地の豊富な地下水を利用して、昭和７年にジュースやラムネなどの清涼飲料水を製造する

会社として私の祖父が『三瓶鉱泉合名会社』を設立創業しました。

戦後の昭和30年前より冬季の売上を確保するために、蒟蒻の製造販売を私の父が始め、通年売上の

安定に寄与しました。

おりしも戦後の高度成長期の波に乗り社業も順調に発展し、県内では協業組合によるショッピング

センターの創業が相次ぎ、一時は、東は松江市、西は益田市まで蒟蒻製品を中心として取引先を拡充

しておりました。

昭和60年前後を境に、大手資本のスーパーの進出が相次ぎ、取引先の地元スーパー、小売店も苦境

に立たされ、弊社の業況も次第に苦しくなってまいりました。また、清涼飲料水の売上も大手飲料

メーカーの販売に押されてジリ貧となっていました。
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■創業―清涼飲料水の製造開始

■蒟蒻製造の開始



平成16年頃、現状を打開すべく、新設備を導入しジャムのOEM製造を開始しました。同時にジャム

や清涼飲料水のOEM製造を積極的に受託するようになり、業況も徐々に上向きになって行きました。

弊社のジャム造りは、島根県大田市産のブルーベリーをジャム（フルーツソース）にして東京のあ

る生協に供給するという事が発端でした。そしてジャム製造のノウハウ、高い衛生管理手法等をその

フレンドリー企業から指導を受け、食品を造る上で重要な要素を教えていただき、レベルアップが計

れたと考えています。また国産原料で添加物を出来るだけ使用しない物を作るという考え方を受け、

清涼飲料水の製造もその方針に沿って添加物を出来るだけ使用しない物を作るようになりました。

弊社の『ママの優しさいだぁ紫蘇、柚子、梅』は着色料、酸味料、香料、液糖は使用しないで造っ

ています。ちなみに、ジャム製造を始めた時に新しいブランドが欲しいと考え、『スイート・ママ』と

いうブランドを使い始めました。母親が子供に安心で安全な食品を食べさせたいと言う思いをブラン

ドに込めました。
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■ジャム製造（OEM製造）の開始



大田町の本社工場は老朽化が進み、新しい衛生管理であるHACCPやFSSC等の導入が困難であると

考えていました。また後継者も決まり、新しい工場を検討していたところ、島根中央信用金庫様や大

田市商工会議所様の協力により老舗の『ささい屋』様の工場を取得する事となり、同時に菓子の製造

も引き継ぐ事となりました。

『ささい屋』様の菓子は、寛政元年創業というとても長い歴史を誇り、また、和菓子から洋菓子まで

地元では人気の菓子店でした。我が社は菓子造りに関して、知識の全く無い中で、如何にしてその伝

統や技術を承継できるか不安でしたが、後継者である長男の嫁が、「お菓子造りをやってみたい」と

言ってくれたので、我が企業の新たな柱となるべく挑戦してみる事になりました。

現在、本社の事務所が有った所に菓子販売の店舗を新設して営業を始めています。お近くに来られ

た時には是非お立ち寄りください。
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■菓子製造の開始、『ささ井屋』の事業承継と新たな挑戦
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大田市出身の首都圏在住者でつくる「東京大田

市人会」（田中修会長）の第17回総会・懇親会が、

令和４年11月５日（土）に、東京都内（シーバ

ンス ア・モール）にて開催されました。

昨年と一昨年は、コロナの影響もありオンライ

ン開催でしたが、今年は３年ぶりのリアル開催に

て、市人会の出席者は130名、来賓は楫野弘和市

長のほか15名が参加し、約150名が親睦を深めま

した。

総会では、初めに市人会の田中修会長（メル

ビック電工株式会社　代表取締役会長）が挨拶を

され、東京大田市人会の会員有志で発足した大田

市応援隊が「企業版　ふるさと納税」の広報なら

びに募集活動を展開していることをお話しされ、

参加者の皆様に対し、企業からの大田市への支援

等についてお願いされました。

次に「えびす様」に扮した森山宏二副会長より、

活動報告・役員選任・大田市応援隊の紹介があり

ました。
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田中会長あいさつ 東京大田市人会役員紹介



続いて懇親会が開会し、最初に楫野市長が11

月２日に京都で開催されたオペラ石見銀山のこ

と、山陰自動車道の整備進捗状況、道の駅ごいせ

仁摩のオープン、「ブラタモリ」にて大田市が放

映されたことなど、大田市の近況等についてお話

をされました。また、角川文庫から出版されてい

る「いも殿さま」についても紹介されました。

次に、渡辺辰朗副会長による乾杯の発声で懇親

会がスタートしました。

懇親会は市人会実行委員会の企画で「ふるさと

の思い出を堪能しよう」をテーマに、大田市にゆ

かりのある食材を使った大田市人会特製弁当や、

神楽団（石見神楽東京社中）による石見神楽公演

（恵比寿→鬼→大蛇）などの企画もあり、さらに

会場内にて地元大田市の特産品等の販売（ロード

銀山、ＪＡ石見銀山、平和亭）も行われ、賑やか

な雰囲気の中で参加者それぞれが故郷の話に花を

咲かせておられました。

また、大田市の近況報告として大田市役所政策

企画課の伊藤昌彦課長による、ふるさと納税等の

PRタイムもあり、さらに福引大会も賑やかに行

われ、最後に「故郷」を全員で合唱し、お開きと

なりました。

３年ぶりのリアル開催での市人会にて、久々に

顔を合わせた大田市出身の皆様の楽しそうな笑顔

が印象的で、皆様のふるさと大田市への思いを強

く感じることができた市人会でした。
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楫野市長あいさつ

大田市特産品販売コーナー

市人会　田中修会長（中央）

伊藤政策企画課長による
近況報告

ふるさと福引大会の様子



銀の道産業祭「手づくり百軒横丁」は、毎年

11月第１日曜日に仁摩町農村環境改善センター

で開催しているイベントで、一昨年よりコロナ禍

の為中止としておりましたが、この度３年ぶりに

開催しました。

この産業祭は昭和40年代後半からおこなわれ

ており、当時仁摩町の商工会・JA・JF・若人の

会・商協等の地域団体が主体となって地域の賑や

かしとして産業祭は始まりました。その後、旧仁

摩町時代に仁摩町役場が主体で「手づくり百軒横

丁見本市」として引き継がれ、大田市の合併を機

に現在は銀の道商工会が主催で開催しており、産

業振興と地域活性化を兼ねたイベントになってい

ます。また開催場所については、仁摩町農村改善

センターだけでなく、現仁摩福祉会しおさい（旧

仁摩小学校跡地）などでも開催されていました。
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第37回銀の道産業祭「手づくり百軒横丁」第37回銀の道産業祭「手づくり百軒横丁」第37回銀の道産業祭「手づくり百軒横丁」



出店については、地元商工事業者をはじめ地域

団体の方々や旧仁摩町と姉妹都市縁組であった上

下町の方々にも参加してもらい、カレーライス・

唐揚げ・きねつきもち、炭火炙り鶏等の美味しい

料理、みかん・白菜・大根等といった季節の農産

物や地元邇摩高校生が授業で製造したジャムやパ

ン等の加工品の販売、その他手芸品やフリーマー

ケット等を中心に今回は22店舗のお店に出店頂

きました。

また多くの市民に来場して頂くためにステージ

イベントも開催し、地元大田西中学校と邇摩高校

の吹奏楽部の演奏、邇摩高等学校の石見神楽部の

神楽舞、地元バンドによるライブ、最後には恒例

のお楽しみ抽選会を行い、子供から大人の方みな

さんに楽しんでいただけるようなイベントになり

ました。
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」

下記の写真は、昭和59年頃と平成７年頃の「手づくり百軒横丁」当時の写真



大田地域技能士会が主催する、「ものづくり体

験フェスタ」が11月20日（日）開催され、会場

となった島根中央地域職業訓練センターには、多

くの家族連れなどが訪れ、ミニ畳づくりや、石膏

置物への色付けなど、技能士の丁寧な指導のもと、

ものづくりの楽しさや、完成したときの喜びなど

を味わいました。

この事業は、大田地域技能士会（会長　岡靖浩

会長）が、テーマを「つくる楽しさ　出来たよろ

こび」とし、①優れた技能と日常生活のつながり

をアピールし、技能やものづくりへの理解を深め、

技能の大切さを再認識する機会を設ける。②もの

づくりの楽しさや素晴らしさを広く共有すること

で、後継者や将来の人材育成を図ることを目的と

する、として開催したものです。

昨年に引き続き２回目の本年は、同会に所属す

る、建築大工、左官、塗装、造園、畳製作、瓦葺

きなど様々な職種の技能士や関係者が、活動の理

解促進や後継者問題の解決に繋げようと参加しま

した。

また本年は、飲食のブースも新たに設け、当市

の特産であるアナゴの丼やてんぷらなどの軽食も

提供するなど、少しでも楽しんでもらえる内容に

と工夫を凝らしました。

各ブースを訪れた家族連れなどは、それぞれの

職種ごとに用意した、ミニ畳づくりや石膏置物へ

の色付け体験のほか、コケ玉作りや塗り壁などの

体験、瓦屋根の仕組みや石州瓦の特徴を学ぶなど、

熱心に技能士の指導や説明に耳を傾け製作に取り

組むとともに、また、技能士は匠の技も披露しな
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大田地域技能士会とは
当技能士会は、会員の技能向上や社会的地位の向上、親睦を図るとともに、研修会・講習会の開
催、技能大会の等への協力など、各種の活動を行う、様々な職種の技能士の集まりです。
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がら、参加者の興味や関心を少しでも広げていこ

うと、熱心な指導に努めました。

特に、コケ玉作り体験は、準備の都合上、事前

予約により参加者を募りましたが、全戸配布した

フェスタ開催のお知らせが各家庭に届いたと同時

に、予約の電話が入り、すぐに定員を充たすなど、

人気の高さがうかがえました。

この他、こどもたちは、紙飛行機の作り方を工

夫し飛ばす距離を競ったり、建築端材から木製の

刀を作ってもらうなど、技能士と触れ合う楽しい

ひと時となりました。

フェスタを開催した、技能士会の岡靖浩会長は

「天気も良く、多くの家族連れに参加していただ

き感謝しています。技能士会の様々な職種の活動

について、少しでも理解をしていただき、また、

こどもたちにも興味や関心思ってもらうきっかけ

づくりになればうれしいです。技能士会の活動に

おいては、様々な課題はありますが、各技能士の

横のつながりを深め、各自の事業にも貢献できれ

ば、より意義のある活動になると考えています」

と、フェスタ開催の意義や、今後の会の在り方に

ついて述べました。
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第5回松江ツーリズム研究会観光大賞

さんべ荘（㈱さんべ開発公社）が大賞を受賞

10月13日、(一財)松江ツーリズム研究会基金

が主催する、島根県の観光振興や活性化に貢献の

ある個人や団体を顕彰する観光大賞に、㈱さんべ

開発公社が選ばれ、表彰式が開催されました。

地域資源の「三瓶山」を活用したアドベン

チャーツーリズム「天空の朝ごはん」を開発し、

着地型観光商品として事業を推進してきた実績が

評価され、受賞となりました。

「天空の朝ごはん」は、早朝５時頃（日の出１

時間前）に観光リフトを特別に運行し、太平山に

登頂。日の出などの絶景を見て非日常を味わって

もらい、清々しい朝日を浴びながら朝食を取る企

画です。特別に用意された朝食は、地元企業が連

携して地元食材にこだわって作られています。

朝日が昇るにつれて参加者の顔が見えてくる意

外性や、何度参加しても訪れる度に景色が変わり

感動するということで、SNSや口コミで広がり人

気を博しています。開催告知はSNSのみながら、

平成28年以降1,716人の参加がありました。直近

では、告知すると直ぐに予約が埋まるような状況

です。



来 年のNHK大河ドラマの主人公は徳川家康で

ある。江戸幕府成立期の家康の権力基盤を支えた

のはいうまでもなく石見銀山をはじめとする金銀

山だ。その支配を担当したのが代官頭の大久保長

安である。

大久保長安は、天文14年（1545）、大和猿楽四

座の一つ金春流宗家大蔵大夫家に生まれた。幼名

を藤十郎と称した。父が戦国大名武田氏の猿楽師

として仕えたのを縁に甲州に行き、武田氏の家老

衆である土屋直村から姓を授けられ、兄とともに

武田氏の家臣として召し抱えられた。武田氏のも

とでは蔵前衆の一人として蔵入地（直轄地）の年

貢収取や土木工事、さらには鉱山開発などにも携

わり、次第に頭角を現していったという。天正

10年（1582）武田氏が滅亡すると、すぐさま徳

川家康に見出されその家臣として召し抱えられ

た。

大 久保長安は、伊奈忠次・彦坂小刑部・長谷

川長綱等とともに代官頭として地方行政・交通・

都市建設など多分野に活躍し、家康政権下の基盤

作りに重要な役割を担った。その支配地域は、信

濃・甲斐・伊豆・美濃・佐渡・越後・大和・石見

に及び、一説には120万石にも達したとも言われ

る。

石 見銀山には家康の銀山領有直後の慶長５年

（1600）11月に赴き、翌年から石見銀山奉行に就

任して支配にあたった。といっても、実際に現地

に訪れたのは都合６度であり、多くは移動先から

現地の銀山役人に宛てた書状によって指示が行わ

れた。

大久保の書状は確認されているだけでも500通

以上にも上っており、もちろんこの中には石見銀

山関係のものもかなり含まれている。書状は多く

が「仕置覚」と呼ばれる支配に関する指示書で、

これらの内容から大久保が石見銀山をどのように

支配したかをうかがい知ることができる。実はそ

のなかの一つに次のような大変興味深い内容のも

のが存在しているのである。
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石見銀山に
水銀アマルガム法が？

石見銀山資料館館長　石見銀山資料館館長　仲 野 義 文石見銀山資料館館長　仲 野 義 文



諸口屋・ふきや・水かねなかし油断なく見廻

り候て様子申し付くべき事

こ れは大久保から銀山役人長野源左衛門外２

名に宛てた指示書であるが、内容は、口屋・吹屋

とともに、水かねながしを油断なく見回るべきこ

とを銀山役人に命じたものである。このうち文中

にある「水かねながし」は水銀アマルガム法のこ

とで、この「覚」はまさにその実施を示唆するも

のとして極めて重要な記述といえるのである。

と ころで、一般に前近代の金銀製錬法として

は、灰吹法と水銀アマルガム法が主流であった。

水銀アマルガム法は1556年、スペイン人のバル

トロメ・デ・メディナ（1500-1560）がパチュカ

鉱山（1555年）で事業化に成功したことでたち

まち普及し、わずか５年間たらずでメキシコの主

要鉱山でほとんど実施されるに及んでいる。彼が

確立したこの技術は「パティオ法」と呼ばれるも

ので、粉砕した銀鉱石の粉末に水銀、塩を混合し、

馬や人力によって攪拌して３、４か月の期間をか

けてアマルガム（銀と水銀の合金）を生成した。

アマルガムは加熱して水銀を気化させ銀と分離し

た。

そ の後1560年代にはボリビアのポトシ銀山で

も導入されている。ポトシの水銀アマルガム法は

「カホネス法」といい、銀鉱石の粉末と水銀、塩

の混合物をカホン（反応槽）に入れた後に反応を

促すため加熱した点に特徴がある。これによりパ

ティオ法の４分の１程度でアマルガムの生成がで

きた。中南米の鉱山では水銀アマルガム法の導入

によって爆発的な銀の大増産を実現したのであ

る。
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先 の史料はこの技術が石見銀山で行われたこ

とを示唆するものであるが、水銀アマルガム法が

史料上認められる鉱山としてはこの石見以外に佐

渡・伊豆があり、いずれも大久保長安が関与した

鉱山であるという点が興味深い。一応、佐渡と伊

豆についても見てみよう。

一、床屋御問吹、吹立念を入れ申し付け候、

殊に水銀なかし過分に勘定いたし見申す所

に、過分ノ御徳まいり候間、本床屋ヲやめ、

水銀床やかいふ口木立ノ上ニ立申候、わ

きゝゝノ衆もこれを承、皆々水銀床屋ニ可

致候由申候て伊セノ與右衛門宗徳なとハ、

はやなかし申候事

こ の史料は佐渡の川上家文書からの抜書であ

る。この史料では「水銀流し」での製錬が、従来

の灰吹法に比べ過分の御徳になるため、床屋の多

くが水銀床屋に変更したことが述べられている。

灰吹法に比べ設備投資が少なく、銀の回収率がよ

かったことが活況に繋がったのであろう。

次ぎに伊豆銀山の場合を見よう。

一、さいせんも申越候水かねニてくさりのし

わけ様、この比いたし出し候間、上々のく

さりとハ其まゝをき可申候、つねの上くさ

りはかりいつものことくこしらへさせ可申

事

これは慶長13年（1608）、大久保長安から家老

の戸田藤左衛門に宛てた覚書の記述である。同所

の場合佐渡のような本格的な床屋ではなく「水か

ねニてくさりのしわけ様」とあるように、実際に

は鉱石の品位検査のための製錬であったことがわ

かる。しかも、こうした方法は「この比いたし出

し候」とあることから、佐渡とほぼ同じ頃に実施

されたものといえるであろう。なお、石見の時期

については不明であるが、佐渡・伊豆での実施時

期から推して慶長12・3年頃ではなかろうか。

水 銀アマルガム法については、家康もまた大

久保同様外国の鉱山技術について強い関心を持っ

ていた。事実慶長14年（1609）年にはドン・ロ

ドリゴ宣教師を通じスペインからの鉱山技術者の

招聘を依頼しており、この技術こそ他ならぬ水銀

アマルガム法であった。（『日本見聞録』）石見な

どの鉱山へどのような経緯で同法が導入されたか

はわからない。しかし、その背景には家康の関与

があったのではあるまいか。程なく、佐渡を含め

日本では水銀アマルガム法は行われなくなった。

原因として水銀が高価であること、「鎖国」に

よって外国からの入手が困難になったこと、など

が指摘されている。

石 見銀山遺跡が世界遺産に登録された直後、

メキシコ大使館から南米の技術者が石見銀山に来

たのではないか、との問い合わせがあった。事実

は不明であるが、水銀アマルガム法を指導しに来

ていたとしたらとてもスケールの大きな話になっ

ていたかもしれない。
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30

消費税の『不正還付』を企む悪質な納税者に対し、的確な審査・調査により 
未然防止に取り組む調査官の仕事をドラマ仕立てで紹介しています 

４年に１度の祭典サッカーワールドカップが開催されています。
ドーハの悲劇からドーハの歓喜に塗り替えられたドイツ戦の歴史的勝利、そして無敵艦隊とい
われる強敵スペインに逆転劇を繰り広げ、暗いニュースが多い昨今、あきらめないSAMURAI
BLUEに感動をおぼえたことでしょう。
大きな壁にチャレンジするその姿勢と勇気はいま我々が置かれているコロナ禍で困難に立ち向
かうチャレンジ精神に火をつけたことでしょう。
まだまだ続くコロナ禍で高騰するエネルギーや、生活そのものがさらに変化が余儀なくされる
なか、新たなアイデアと生き方そのものを問われているような気がしてなりません。

現在、国税庁をかたるショートメッセージ及びメールから国税庁ホームページになりすました
偽のホームページへ誘導する事例が見つかっています。
私も不審なショートメッセージやメールが届きました、皆様ご注意ください。
詳しくは国税庁のホームページをご覧ください。

表紙の写真は、世界遺産登録15周年を迎えた石見銀山を題材とした「オペラ石見銀山 京都公
演（京都劇場）」、「神楽公演（京都駅前）」と大森町で開催された「旅するひと皿」としました。
毎回好評の石見銀山資料館館長 仲野 義文氏による「銀のグローバルヒストリーの第３弾」石
見銀山に水銀アマルガム法の話をお届けします。
数百年前グローバルに注目されていた誇れる石見銀山に夢を馳せ編集後記とします。

広報委員会　委員長　林 陽一






